
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ２０５ 

令和５年度 国語科 

教科 国語 科目 古典Ｂ 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 改訂版 古典Ｂ 古文編・漢文編 （数研出版） 

副教材等 読んで見て覚える古文単語315 三訂版（桐原書店）  

体系古典文法 九訂版（数研出版） 

助動詞・助詞・敬語・識別入試対策強化解釈力の超トレーニング(尚文出版) 

１ 担当者からのメッセージ 

・古典は社会人の教養として必要です。発展的に学習しましょう。 

・文章記述、発表など、アクティブな活動を取り入れた授業を行います。 

・古典の学習では、有名な古文と漢文の作品に親しむとともに、正しく心情等を理解するために語彙

力や文法の知識をしっかりと身に付けてください。 

・予習として必ず本文を読んでおきましょう。授業の後には内容を振り返って復習してください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください 

２ 学習の到達目標 

・語彙や文法についての知識を身につけ、正しく文章を読むことができる。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情や作者の意図を理解することができ

る。 

・古典に基づきながら、現代を振り返り、そこから得たものを、正しく伝え合うことができる。 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育んでいる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 

 

a:関心・意欲 

・態度 
b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観 

点 

の 

趣 

旨 

 

 

 

和漢を問わず、伝統文

化に対する関心を深

め、古典を尊重し

てその向上を図ろ

うとする。 

 

  文章を語彙や文法に従い

的確に読み取ったり

目的に応じて幅広

く読んだりして自

分の考えを深め発

展させている 

伝統的な言語文

化及び言葉の特

徴やきまりな

どについて理

解し、知識を

身に付けてい

る。 

主たる

評価方

法 

 

 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワークシー

ト等） 

 

 

  記述の確認及び分

析（ワークシート） 

定期考査 

 

 

 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワ

ークシート

等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d e 

 

 

 

 

１ 

 

 

学 

 

 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【古文】 

随筆 

 

 

 

 

【枕草子】 

「二月つごもり

ごろに」 

「宮に初めて

参りたるころ」 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

a:文章に描かれている人物の心情を表現に即し

て読み、異なる立場から読み深めようとして

いる。 

d:文章に描かれている人物の心情を表現に即し

て読み、異なる立場から読み深めている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語のきまりを身

に付けている。 

ａ：行動の観

察 

ｄ：記述の確

認及び定期

考査 

ｅ：小テスト及

び定期考査 

 

【漢文】 

逸話 

 

 

 

 

「知音」 

「三横」 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

 

a:我が国の言語文化は、中国をはじめとする外

国の文化の受容とその変容を繰り返しつつ築

かれてきたことに気付こうとしている。 

d:文章の組立てや骨組みを的確に捉えている。 

e:漢文を読むことに役立つ、訓読のきまりを身

に付けている。 

ａ：行動の観

察 

ｄ：記述の確

認及び定期

考査 

ｅ：小テスト及

び定期考査 

 

言語活動 

 

 

 

 

 

【古語調べ】 

指定された言葉

を調べ、古語と

現代語との違い

を説明する。 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

a:調べた内容を読み手が正しく理解できるよう

に整理している。 

e:書くことに必要な、文の組立てについて理解

している。 

 

ａ、ｅ： 

記述の点検と

確認及び分

析 

【古文】 

日記 

 

 

 

 

 

 

【蜻蛉日記】 

「うつろひたる

菊」 

 

【紫式部日記】 

「土御門邸の

秋」 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

○ 

 

a:文章に描かれている人物の心情を表現に即し

て読み、異なる立場から読み深めようとして

いる。 

d:文章に描かれている人物の心情を表現に即し

て読み、異なる立場から読み深めている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語のきまりを身

に付けている。 

ａ：行動の観

察 

ｄ：記述の確

認及び定期

考査 

ｅ：小テスト及

び定期考査 

【漢文】 

小説 

 

 

 

 

「人面桃花」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

   

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:我が国の言語文化は、中国をはじめとする外

国の文化の受容とその変容を繰り返しつつ築

かれてきたことに気付こうとしている。 

d:文章の組立てや骨組みを的確に捉えている。 

e:漢文を読むことに役立つ、訓読のきまりを身

に付けている。 

ａ：行動の観

察 

ｄ：記述の確

認及び定期

考査 

ｅ：小テスト及

び定期考査 

２ 

学 

期 

 

 

 

 

 

 

【古文】 

物語 

 

【源氏物語】 

「明石の姫君

入内」 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

a:文章に描かれている人物の心情を表現に即し

て読み、異なる立場から読み深めようとして

いる。 

d:文章に描かれている人物の心情を表現に即し

て読み、異なる立場から読み深めている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語のきまりを身

に付けている。 

ａ：行動の観

察 

ｄ：記述の確

認及び定期

考査 

ｅ：小テスト及

び定期考査 

【漢文】 

史伝 

「伯夷・叔斉」 

 

 

 

   

 

 

 

a:我が国の言語文化は、中国をはじめとする外

国の文化の受容とその変容を繰り返しつつ築

ａ：行動の観

察 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

◎ 

 

○ 

 

かれてきたことに気付こうとしている。 

d:文章の組立てや骨組みを的確に捉えている。 

e:漢文を読むことに役立つ、訓読のきまりを身

に付けている。 

ｄ：記述の確

認及び定期

考査 

ｅ：小テスト及

び定期考査 

【古文】 

歴史物語 

 

評論 

【大鏡】 

「道真と時平」 

 

【無名抄】 

「清少納言と

紫式部」 

 

 

 

○ 

 

   

 

◎ 

 

 

 

○ 

 

 a:文章に描かれている人物の心情を表現に即

して読み、異なる立場から読み深めようとして

いる。 

d:文章に描かれている人物の心情を表現に即し

て読み、異なる立場から読み深めている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語のきまりを身

に付けている。 

a:行動の観察

及び記述の

点検 

ｄ:記述の確

認及び定期

考査 

e:小テスト及

び定期考査 

【漢文】 

漢詩 

 

「長恨歌」 

 

 

○ 

 

 

   

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

 

 

a:我が国の言語文化は、中国をはじめとする外

国の文化の受容とその変容を繰り返しつつ築

かれてきたことに気付こうとしている。 

d:文章の組立てや骨組みを的確に捉えている。 

e:漢文を読むことに役立つ、訓読のきまりを身

に付けている。 

 

a:行動の観察

及び記述の

点検 

ｄ:記述の確

認及び定期

考査 

e:小テスト及

び定期考査 

３ 

学 

期 

【古文】 

近世随筆 

【玉勝間】 

「師の説にな

づまざること」 

 

 

 

 

 

 

○ 

   

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 a:文章に描かれている人物の心情を表現に即

して読み、異なる立場から読み深めようとし

ている。 

d:文章に描かれている人物の心情を表現に即し

て 

読み、異なる立場から読み深めている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語のきまりを身

に付けている。 

ａ、ｄ、ｅ： 

行動の観察と

確認及び分

析 

 

 

※ 表中の観点について  a:関心・意欲・態度  d:読む能力  e:知識・理解 

 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付

けて○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」

「読むこと」）に関わる観点には◎を付している。 


